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学部 ｜募集人員｜志願者数 ｜倍率 ｜雲官学芸
文学部 200人 730人 3.7 一人
教育学部 50 134 2.7 
一一
法学部 350 738 2. 1 737 
経済学部 210 820 3.9 
理学部 281 972 3.5 970 
医学部 120 377 3. 1 
薬学部 80 155 1. 9 
工学部 945 I, 965 2. I 
疫学部 300 770 2.6 
一一ー ， 









































































振動実験， 円筒タンク模型（直径 100cm, 
高さ 70cm）によりスロッジング， パノレジン
グ，動水圧など液体一容器の勤特性と耐震性を
調べる。
~ 
振動実験， 3庖鋼構造物模型〈支柱の高さ
85cm，幅 50cm）では強度の小さい2周回に
塑性変形が集中する。
題には多くの要因が関わっているが，本研究所の
各研究部門はそれぞれ独立して，あるいは相互に
協力して研究を進めてきた。わが国のこれまでの
耐震技術の発展には目覚しいものがあり，個々の
構造物の地震時挙動の解明と耐民設計法は大きく
進展した。一方，都市への人口 ・資産の集中化と
各種の都市施設への依存度が高まった結果，それ
らが被災した場合の都市機能の低下並びに生活維
持の困難などの新しい災害の発生が予想される。
このような災害に対処するためには，都市を 1つ
のシステムとみなして，その機能低下を最小にす
る方法を見出さなければならなし、。このような新
しい研究分野をより進展させ，都市全体の耐震安
全性を向上させるために，都市震害について総合
的な研究を進めるためのセンターの設置を考えて
L、る。
（防災研究所）
高場 漠（医学部附属病院管理課第二調度掛物品主任）
2月13日逝去， 47歳。昭和55年医学部附属病院管理課調度掛物品主任。
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